
5萬 分 の1地 質 図 幅 說 明 書

　　襟　裳　岬　　
( 釧路― 第 72 号 )

地  質  調  査  所

昭 和 31 年

                                                                               
                                                                                          





5 萬 分 の 1 地 質 図 幅 說 明 書 

襟　裳　岬

( 釧路－第 72 号 )

　

通商産業技官　   猪　木　幸　男

通商産業技官　   垣　見　俊　弘

地   質   調   査   所

昭 和 31 年

550.85 (084.32) (524) [1：50,000] (083)



位　置　図

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　( 　) は 1 ： 500, 000 図幅名　 



目　　　　次

Ⅰ．地　形････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  	 　1

Ⅱ．地　質････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	    4

　　Ⅱ．1　概　説･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	    4

　　Ⅱ．2　日高層群 ( 先白堊系 ) ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 	    6

　　Ⅱ．3　襟裳累層 ( 新第三系 )････････････････････････････････････････････････････････････････ 	    8

　　　Ⅱ．3．1　下部砂岩層･････････････････････････････････････････････････････････････････････････   	   9

　　　Ⅱ．3．2　礫岩層･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	  11

　　　Ⅱ．3．3　上部砂岩層･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	  14

　　　Ⅱ．3．4　歌露附近の圧砕岩帯･ ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 	  15

　　Ⅱ．4　第四系･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	  16

　　　Ⅱ．4．1　更新統･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	  16

　　　Ⅱ．4．2　現世統･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	  19

　　Ⅱ．5　地質構造･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	  19

Ⅲ．応用地質････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	  20

文献････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	  21

Abstract･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 	     1

1





1：50, 000  地質図幅　                                                                       ( 昭和 30 年稿 )
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          

襟　裳　岬
( 釧路―第 72 号 )

　本図幅の野外調査は昭和 28 年 6 月初旬から約 30 日間にわたって行われた。調査に

あたり，北海道大学湊正雄教授の御指導を得た。また，新第三系中の化石の鑑定は北

海道大学魚住悟氏に，日高層群中の放散虫の鑑定は大阪市立大学市川浩一郎助教授

に，それぞれ御願いした。

　野外調査にあたっては空中写真を利用した。なお，本地域の地名は最近になって変

更されたものが少なくなく，5 万分の 1 地形図中の小越・ヤンケベツは，それぞれ襟

裳・東洋と変更された。

I．地　　　形

　この地域は北海道の脊梁をなす日高山脈の南端を占めている。しかし，こゝでは日

高山脈の峻険さはみられず，海岸段丘がよく発達している。したがって，その縁辺を

かざる急崖を除けば，平坦な地形を呈しているが，後述の通り苫別面と仮称する地形

面の占める地域のみは，やゝ開析の度が進んでいる。

　襟裳岬の南南東の方向には，数 km にわたって岩礁がつゞき，さらにその南方延長

約 30km 附近の海中には，襟裳堆 7) 註 1) の存在が明らかにされている。

　この地方に発達する平坦面を検討すれば，高位のものから次の 5 つに分類される註 2)。

　1)　豊似面　　　　　     標高　300m 内外

　2)　苫別面　　　　　　  〃　   120 〜 160m および 200 〜 250m

　3)　ヤンケベツ面　　　  〃　     40 〜   80m

　4)　小越面　　　　　　  〃　　 15 〜   35m

　5)　冲積面

　註 1)　H. Niino (1952，文献 7) によれば，襟裳堆の少なくとも一部は新第三系からなっている。
　 註 2)　小笠原義勝その他の地理学者 ( 文献 2，4，9) および幌泉・猿留兩図幅 ( 文献 12，13) によれば，それ

　　　それ高位のものから，第Ⅰ，第Ⅱ，第Ⅲ，第Ⅳ段丘面および冲積面として扱われている。
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第 1 図   襟 裳 岬 附 近 の  段 丘 分 布 図
Ty：　    豊似面　　　　　　                   1：豊似面隆起汀線
Tm1：　 苫別面 1( 高位 )　　　　　　     2：苫別面隆起汀線
Tm2：　 苫別面 2( 低位 )　　　　　　     3：ヤンケベツ面隆起汀線
Y：　     ヤンケベツ面　　　　　　　　  4：小越面隆起汀線
O：　     小越面　　　　　　　　　　     5：苫別面 1 と 2 の境界

　　　　　             ( 本図は小笠原義勝 4)，1941 の原図に，筆者らの資料を加えたものである )

　豊似面　本図幅地域外の北方猿留図幅および幌泉図幅内にある豊似岳の南麓に，最

も顕著に現われる地形面であるが，これが発達しているのは本図幅地域外であるの

で，こゝでは記載を省略する。

　苫別面　この平坦面は図幅地域の中央部以北に発達し，南端部において最も高く

(200 〜 250m)，北方へ向かって漸次高度を減じ，苫別川流域の北方ではほゞ標高 120 〜

160m となっている。この面は開析が甚だしく，また，堆積物もほとんど存在しない

が，南方の襟裳岬方面から望むと一連のスカイラインを示し，かつて平坦面を形成し

ていたことを充分に示している。旧汀線の位置は判然としないが，大体，北隣幌泉図
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幅南東部の追分峠の北方附近にあるようである。

　こゝに苫別面として一括した地形面のうちでも，苫別川を挾んで北部よりも南部で

は開析がやゝ著しく，この間に開析度のうえでもやゝ差異があり，その様子は空中写

真からも容易にうかがえるところである。この開析の差異と高さ，および苫別川北方

にのみ僅かに存在する段丘礫の有無　などを考慮すれば，苫別川本流から南西部の

地塊は，苫別面形成時代に島のように残った部分であるとも考えられる。すなわち，

この南西部はあるいは苫別面形成以前の段丘面であるかもしれない。しかしこのこと

については，なお吟味を要する点も少なくないので，かりに一括して取扱っておく。

　ヤンケベツ面　苫別面の丘陵の南東から南，さらに南西に亘ってこれをとりまくよ

うに発達しており，襟裳岬に近い南部において幅が最大となり，約 6km にも達して

いる。段丘面はこれを刻む無数の若い谷によって侵蝕されているが，まだ侵蝕は不充

分で，平坦面がよく保存されている。これらの若い谷はほとんどヤンケベツ面の汀線

の附近でとまり，たゞ歌露の沢だけが，苫別面の占める地域から流れている。

　苫別面および小越面とこの面との間には，それぞれ顕著な段丘崖はみられないが，

むしろ崖錐 ( 麓屑堆積物の一種 ) に覆われ，なだらかな傾斜面が形成されている。たゞ

し，ヤンケベツ ( 東洋 ) と襟裳岬との間で，この面が直接海に臨んでいるところでは，

急峻な海蝕崖が形成されている。

　この面の旧汀線の位置は比較的明らかで，歌別附近では約 60m，三角点 228.2m

の高地の南方附近で約 80m，苫別川附近で約 60m の高度を示し，苫別の北方で漸次

汀線の高さが低下する。岬の尖端に近い区域に旧汀線の最高点のあることは，すでに

小笠原義勝 4) によっても指摘されたが，興味ある問題である。

　小越面　歌別から歌露までの海岸に沿って約 200m の幅で帯状に発達し，ヤンケベ

ツ附近で旧汀線は海に出て，襟裳岬までは小越面を欠いている。小越部落南部からふ

たたび現われ，苫別を経て北東隣猿留図幅内の庶野に至る東海岸沿いに，約 500m の

幅で発達している。南西海岸の段丘面は未だほとんど侵蝕をうけず完全に保存されて

いる。ヤンケベツ面との境界には段丘崖をつくらないが，旧汀線は明瞭である。歌別

から歌露間には，高さ 30m 内外の主要な面の海岸寄りに，さらに数 m の低い面が部分

的に段をなして発達している。段丘の前面は海に臨み，海蝕崖は完全に原形をとゞめ

ている。堆積物もよく保存されている。
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　河岸段丘面　河川としては大きなものはみられず，幌泉図幅地内に源を発する歌別

川が最大である。その他の苫別川および歌露の沢などは，やゝ大きなものであるが，

いずれも段丘などの平坦地を流れ，水量に乏しい。歌別川の右岸に沿って，河岸段丘

が約 300m の幅で発達している。これは平坦面がほとんど完全に保存されており，地

質図上には図示していないが，堆積物を伴なう段丘面には，河床から 2 〜 3m 程度の

高さのものと，5 〜 10m 程度のものと，大体 2 段が認められる。低位のものはむしろ

冲積面の一部とも考えられる。高位のものは歌別附近で小越面と一致している。

　冲積面　歌別川・歌露の沢・苫別川をはじめ主要な河川の下流にみられ，小規模な

汜濫原堆積物が発達している。

　また，苫別面とヤンケベツ面との間，ヤンケベツ面と小越面との間の汀線附近に

は，大規模ではないが，崖錐堆積物からなる特異な地形を呈する部分が発達してお

り，襟裳から苫別までの間では，小越面の堆積物が風によって移動したと思われる匍

行堆積物からなる部分もみられる。襟裳から庶野にいたる百人浜と称する東海岸に

は，砂浜が著しく発達し，小規模な砂丘も処々に存在し，その最も大きなものには，

苫別川河口北方附近で高さ約 5m に達するものがある。

Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説

　本地域の地質の主要構成員は，いわゆる不変成の日高層群註 3) と，西海岸線沿いに

狭長な分布を示す新第三系とである。両者は剪裂帯を伴なう断層をもって境される。

そしてこの 2 つの地層を基盤として，図幅地域全般にわたって海岸段丘面が発達し，

その堆積物が覆っている。高位の段丘面には，堆積物の残存するものが少なく，現在

ではその平坦面のみがみられるところも少なくない。また，おもな河川の河口附近に

は，河岸段丘堆積層および冲積層としての汜濫原堆積物がみられ，海岸線，特に東海

岸には，砂丘および著しい海浜の発達をみる。これらの関係を第 1 表の地質総括表に

纒めて示す。

　註 3)　これは一般に先白堊系といわれ，いまだ層位学的には詳らかにされていない。
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第　1　表

　

　

　日高層群は北海道の脊梁をつくっているいわゆる“日高変成帯”の東西の両翼に

沿って，変成帯と同じく南北に広く分布するものである。本地域内のものは，北隣の

幌泉および猿留図幅地域の南部において，東西に走る剪裂帯を伴なう衝上断層によっ

て，その北方から延びてきた“日高変成帯”の岩層がきられ，その南方に分布して

いる日高層群の一部にあたる。本層群は，細粒砂岩・砂質頁岩・頁岩・粘板岩質頁岩

を主としている。一般に，無層理の部分が多く，また直立している場合が少なくない

ので，上下関係を明らかになし得ない。

　新第三系すなわち襟裳累層は，特徴のある礫岩層，これの下位にある下部砂岩層，
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および上位にくる上部砂岩層の 3 つに区分される。これらの岩石は著しく変質し，特

に剪裂帯の発達しているところでは，一見，先白堊系の岩石と区分し難いまでになっ

ている。歌露附近では，この礫岩層はそのなかに含まれる礫が円柱状をなし，その長

軸の方向は剪裂帯の方向に一致している。この附近に発達する上部砂岩層はミロナイ

ト化し，千枚岩様になっている部分が相当の広範囲に見られる。それにもかゝわら

ず，礫岩層とその下位の下部砂岩層とに，多数の二枚貝を主とする動物化石が発見さ

れ，その種類からすれば，中新世の川端統中上部に対比できるものである註 4)。

　第四紀の段丘堆積層について特記すべきことは，小越面を構成する堆積物からマン

モス象の臼歯の化石が発見され，この面は関東地方の武蔵野面 ( 上部洪積世 ) に対比さ

れるものであることが確認されたことである。

Ⅱ．2　日高層群 ( 先白堊系 )

　本地域の大半は，日高層群によって占められている。

　本層群は諳灰色の硬質細粒砂岩・砂質頁岩および粘板岩質頁岩を主とし，処々に赤

色ないし諳綠色の輝綠凝灰岩，および赤褐色のチャート様岩石を挾んでおり，また局

部的に，泥質砂岩・砂質頁岩の互層する部分に，泥灰質団球を稀に含んでいることが

あるが，層準も一定していない ( これらの大体の層準は第 2 図に示してある )。

　これらのうち，砂岩・頁岩類は一般に無層理で，単調な堆積相を呈する。しかし，

局部的に一定方向の剝理が発達していて，層理と誤認されやすい場合がある。層理の

明らかなものも直立している場合が多く，構造が錯乱しているので，各構成員の層序

を明らかにすることは困難である。

　細粒砂岩と呼んだものは，南西海岸附近より北方にかけて広く分布し，きわめて細

粒で，剝理の著しいところでは外観は粘板岩に酷似する。しかし，このなかにも処々

　註 4)   これらの先白堊系と新第三系とは，肉眼的に，あるいは鏡下においても，それらの岩質が非常に類似し
　　　全く区別できない。そのためかって大立目謙一郎 (1941，文献 5) が，この兩者の間には不整合や断層
　　　は認められないと述べている。彼はこのような考え方から，本図幅において日高層群とした部分も含め
　　　て，襟裳岬付近に分布する地層全体を新第三系とし，それらを一括して幌泉層と名づけた。しかし前述
　　　のように，これらの地層には数多くの剪裂帯を伴ない，特に，断層と見做すべき著しい剪裂帯の部分が
　　　あり，それを境として，北方のものには放散虫を含むチャート樣岩石の存在すること，南方のものには
　　　新第三系を代表する動物化石の含まれることから，こゝでは剪裂帯北部の大部分のものを先白堊系と
　　　し，南部のものを新第三系として区別したのである。　
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頁岩質の部分もみられる。本岩は普通褐色を帯びた諳灰色で，堅硬な硬砂岩質を示

す。砂粒は石英・斜長石で，その他黒雲母・絹雲母・綠泥石質物などの有色鉱物の分

解したものや，鉄鉱の微粒を含有し，膠結物は泥質物・炭質物からなり，著しく汚濁

したものが多い。

　粘板岩質頁岩および頁岩質の岩石は緻密，堅硬で，黒色ないし褐色を帯びた諳灰色

を呈し，角片状に割れ，ときに板状を呈することがあるが，一般に塊状で，多少砂質

を帯びている。細粒砂岩と漸移し，またほとんど区別し難いものもある。

　これらはいずれも風化をうけ易く，また種々の圧砕・擾乱の影響を至るところでう

けており，その部分には細かい葡萄石・石英・方解石質鉱物などの白色の脈が網状

に発達し，炭質物などでさらに汚染されていることも少なくなく，いわゆる“鳥糞

状”を呈している。この状態は東海岸の襟裳附近から歌別東方の海岸へ走る剪裂帯

を伴なう断層に沿う附近に特に著しい。

　輝綠凝灰岩およびチャート様岩は，ともに南西海岸附近の細粒砂岩のなかに挾まれ

ており，歌別海岸・歌露の沢中流部にみられる。輝綠凝灰岩には，外観が諳灰綠色で，

細長いレンズ状に点々と露出し，著しく綠泥石質物質で汚染されているものと，褐色

をなして，チャート様岩石に漸移するような形のものとがある。

　チャート様岩石は外観が赤褐色のものが多く，このなかには，次のような放散虫化

石が鏡下で観察された ( 鑑定：大阪市立大学，市川浩一郎助教授 )。

　　　Cenosphaera sp. 

　　　Cenellipsis sp. 

　　　Dicolocapsa sp. 

　　　Melitosphaera sp. 

　　　Flustrella sp. 

　　　Thalassosphaeridae に属するもの

　本地域の日高層群はその広い分布にもかゝわらず，すでに述べたように，岩質が比

較的一様なことと，適当な鍵層がないこととのため，これを細分することは不可能で

あった。たゞ，岩質の僅かな差 ( 特に粒度の差 ) や，チャート様岩石あるいは輝綠凝灰

岩の有無，団球の多少によって，便宣上第 2 図のように大まかに 5 分することができ

るが，その上下関係や真の層厚は全く不明である。なお，本層群のなかには多くの断
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第 2 図　日 高 層 群 の 模 式 柱 狀 図
見かけの下位は北部 ( 追分峠附近 ) を，上部は南部 ( 海岸で第三系

　　　　　　　　         と接する附近 ) をあらわす。

層が認められ，また推定されるが，その詳細が不明なので，地質図上では一切省略し

た。

Ⅱ．3　襟裳累層 ( 新第三系 )

　襟裳累層は襟裳岬尖端附近から南西海岸沿いに帯状に分布し，日高層群とは幅約

100m( 最大 200m，最小 15m) 近くに及ぶ剪裂帯を伴なう断層をもって境されてい

る。一般に非常に変質し，日高層群に酷似する部分が多く，特に層理のはっきりしな

い砂岩層では，全く区別し難いものもある。

　この襟裳累層を，中部に発達する礫岩層をもって便宜上次の 3 層に区別した。
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　1)　下部砂岩層 ( 砂岩を主とし，珪質頁岩を挾む )

　2)　礫　岩　層 ( 礫岩を主とする。一部では砂岩の薄層を挾む )

　3)　上部砂岩層 ( 砂岩を主とする )

　これらの各地における岩相および相互関係を第 3 図に示す。

第 3 図　襟 裳 累 層 柱 狀 図
( 柱狀図の縮尺は 8mm が約 100m に相当 )

　Ⅱ．3．1　下  部  砂  岩  層

　この地層は日高層群との境界附近に露出し，両者間の断層に沿って，ほゞ南東−北

西方向に分布する。厚さはヤンケベツ ( 東洋 ) 附近で最大 750m 以上を算し，下限は

日高層群と断層で接しているために不明である。本層はその大部分が砂岩から構成さ

れ，処々に頁岩様の部分があり，特徴のある珪質頁岩を 2 〜 3 枚挾んでいる。主体を

なす砂岩は，主として諳灰色ないし諳綠色を呈するもので，塊状の部分が多い。本岩

は変質して甚だ堅硬となり，部分的に無数の方解石・葡萄石の網状脈によって鳥糞状
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になっている。このような部分では，日高層群の岩石と酷似して，両者を識別するこ

とは甚だ困難であるが，丹念にハンマーで破砕してみると，本層に属する砂岩ではき

わめて薄層の炭質物を挾み，また植物の印象をとゞめている。このような部分は，注

意してみるといくぶん粗粒で，色も淡灰色を呈する。また，下部砂岩層中の最上部お

よび下部の一部には，粘板岩状砂岩および赤色のチャートなどの小円礫を挟むことが

あり，歌別南方・油駒南方海岸では，それぞれ厚さ 0.5 〜 1m の礫岩がレンズ状に含

まれている。頁岩は中部および下部に多く，砂岩とこまかく互層した縞状を呈するこ

とがある。珪質頁岩は本層の層位を解明するにあたっての唯一の鍵層となるものであ

り，最上部に 1 枚，中部に 1 枚あり，さらにそれより下位にもう 1 枚あると思われる

が，これの連続性はまだ確かめられていない。珪質頁岩はきわめて緻密，堅硬で，一

見チャート様の特徴的な外観を呈し，5 〜 15cm の薄層理を示し，一般にこまかい層間

異常褶曲を呈する。また本岩中には，層面の方向に扁平な団球を多く含んでいること

がある。このうち最上位のものは厚さ 15 〜 22m で，礫岩層の基底から 15 〜 40m 下

位にあって，襟裳岬附近でも，歌別・歌露の間でも，完全に追跡することができる。

一方中位のものは，油駒附近の海岸において観察され，岩質・外観ともに前者に酷似

するが，後者はいくらか砂質の部分を含む。また前者よりもさらに著しく褶曲し，層

間 的 な が ら 反 転 褶 曲 (overturned fold) が 認 め ら れ る 部 分 も あ る。 油 駒 附 近 で は，

延長 2km 以上にわたって本岩を追跡することができる。さらに，襟裳部落南方海岸

では，上位の礫岩層の基底から約 350m 下位に，またヤンケベツ ( 東洋 ) 西方から道

路附近では約 450m 下位に，油駒附近に分布するものによく似た珪質頁岩を観察す

ることができ，これら 3 者は同一層準のものと考えられる。しかし歌露方面では，本

層準に同定できるような珪質頁岩を欠いている。

　本層の砂岩中，主として上部からは，団球のなかあるいは直接砂岩のなかから化石

を産するが，散点的で種数も個体数も余り多くはない。おもな産地は歌別南方海岸お

よび小越・襟裳岬間の海岸の 2 ヵ所である。

　鑑定し得た種名は次の通りである。

　　Yoldia (Cnesterium) notabilis YOK. 

　　Yoldia (s.s.) uranoi UOZUMI (MS.) 

　　Venericardia sp. 

　　Panomya shimotomensis OTUKA
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　　　　Turritella sp.

　また，油駒南方海岸では，前記のレンズ状礫岩の直下に，二枚貝および巻貝が約

2.5m の幅で化石床状に密集して産する。しかしこれらの化石はほとんど破片で，種

名を確かめることのできるものはない。

　II．3．2　礫　岩　層

　本層は下部砂岩層と整含関係にあって，礫岩を主とし，間に薄く砂岩を挟み，上部

および下部砂岩層とはきわめて識別しやすい地層である。本層は襟裳岬尖端から南西

海岸沿いに分布し，東洋附近で海中に没し，ふたたび歌露附近に現われ，さらにいく

つかの小断層によって断続しつつ，歌別南東海岸まで追跡される。

　かつて，本層は襟裳礫岩層および歌露礫岩層として，地域的に別々に呼ばれ，襟裳

礫岩層は新第三系に属するとされたが，歌露附近の歌露礫岩層はその異状な変形およ

び変質状態から，その時代についての論議が多く，中生層として扱われていたことも

あった 3)。

　本層の上限は歌露・歌別附近の剪裂帯でのみ明らかであるので，はっきりした厚さ

は不明であるが，大体 70 〜 80m である。襟裳岬附近では，その北西方から岬の延長方

向にわたって，1km 以上の列岩が構成されており，そこには無数の断層が観察でき，

図版 1　襟裳岬尖端部の襟裳累層，礫岩層中の花崗岩礫 ( ハンマー
　　　　　　　　　　　　　　 下部の亜角礫狀の白い部分 )
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地層の重複が考えられるが，それでも 100m 以上の厚さはある。

　本層で特記すべき点は，場所によって花崗岩の礫を著しく多く含んでいることであ

る ( 図版 1 参照 )。特に襟裳岬附近では，径 0.3 〜 1.5m の巨大な花崗岩礫を含み，北

西方へ向かうにつれてやゝ細礫化するが，歌露附近の礫はふたたびかなり大きくなり，

細長く伸長した形のものが多く ( 図版 2 参照 )，その甚だしいものは長径 1.8m，短径

 

　 図版 2 a　伸長形の花崗岩礫を含む礫岩 ( 襟裳　　　                図版 2 b　同礫層中花崗岩礫−歌露海岸−
　　     累層中部礫岩層 ) −歌露海岸−
　　     Gr：花崗岩礫，　Sh：滑り面に伴なう破
　　     碎帯

0.2m 程度のものがある。しかし，一般には花崗岩の礫ばかりでなく，大小様々の円

礫および亜角礫を含み，諳灰色ないし諳綠色の砂粒によって膠結されており，この礫

岩層の下部に数枚の砂岩の薄層を挾んでいる。礫には花崗岩のほかに，輝綠岩・玢岩

( 時に粗面岩構造をもつ安山岩 )・珪岩・粘板岩・赤色チャート・砂岩 ( 粗粒および細

粒 )・礫岩・石灰岩・泥灰岩および同時礫とみられる綠色細粒砂岩などがあり，きわ

めて稀に黒雲母片岩がみいだされる註 5)。すなわち，本層に特徴的な花崗岩礫は，部

　註 5)  この礫のなかには，本地域北方に露出する橄欖岩・斑粝岩・ミグマタイト・片蔴岩などの日高変成帯
　　　    を構成する主要な岩石種は全くみられない。
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分的には甚だ多いところがあり，また，その白い外観のために注目をひくのである

が，含有度は一様ではなく，むしろ他の礫と較べて，著しく少ないところもある。全

体として量的に最も多いものは，むしろ先白堊系の砂岩・黒色粘板岩である。しかし

これらはチャート礫などを初めとして，大きさの点では花崗岩礫にはるかに及ばない

のが一般である。なお，同時礫とみられる綠色細粒砂岩もかなりあり，相当大きなも

のが塊状に含まれている。

　この礫岩層のなかの泥灰岩団球註 6) および基質のなかからは，二枚貝・巻貝を主と

する多数の海棲化石が得られた。このうち，鑑定し得たものは次の通りである ( 鑑定：

北大，魚住悟 )。

Portlandia (Portlandella) cf. japonica ADAMS 

P.  (Megayoldia) cf. gratiosa (YOK.) 

Yoldia (Cnesterium) notabilis YOK. 

Yoldia (s.s.) uranoi UOZUMI (MS.) 

Chlamys sp. 

Spisula voyi (GABB.) 

Venericardia sp. 

Peronidea cf. elongata UOZUMI (MS.) 

Macoma cf. optiva (YOK. ) 

Panomya shimotomensis OTUKA 

Periploma yokoyamai MAKIYAMA 

Natica sp. 

Neptunea sp.

　これらの化石から，本層を北海道の標準層序に対比すれば，中新世川端統の中〜上

部に相当する。

　 こ の 地 層 中 に 含 ま れ て い る 礫 の な か で， 花 崗 岩 の 礫 は 非 常 に 特 徴 的 で あ り， 特 殊 な

　註 6)  この泥灰岩団球は，入りかたが不規則であることや，なかの化石が断面となって外に現われ，円磨さ
れた形跡の認められることなどから，礫の一種と考えられる。また，基質中に直接入っているように
みえる化石のうちでも，殻が円磨されていて，2 次的化石 (Secondarily　derived　fossil) と考え
られるものもある。しかしまた，基質そのもののなかから産するものも存在する。そして基質中のも
のと，礫と思われるものとの間に種類の差異が全然ないことから，これらの団球および 2 次的化石も
礫岩層堆積時代とほとんど同時代のもの ( おそらくは礫岩層の直下に整合する下部砂岩層中のもの ) と
考えてさしつかえがないように思われる。
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形 態 を 呈 し て い る も の も あ る の で， こ ゝ に 少 し そ の 記 載 を 加 え て お く。 花 崗 岩 礫 は 歌

露 附 近 で 著 し く 変 形 し， そ の 伸 長 方 向 は 剪 裂 帯 の 方 向 に む い て お り， 地 層 の 走 向・ 傾

斜 に 対 し て は， 僅 か に 斜 行 す る。 ま た， 襟 裳 岬 附 近 の 円 形 を 示 す も の も， ほ か の 完

全 な 丸 味 を も つ 礫 と 異 な り， 亜 角 礫 状 を 呈 し， 崖 錐 性 起 源 を 有 す る よ う に 推 定 さ れ

る。 襟 裳 岬 附 近 の 花 崗 岩 礫 は， 外 観 は 粗 粒 で 灰 白 色 を 呈 し， 緻 密， 堅 硬 で あ る。 鏡 下

で モ ザ イ ッ ク 構 造 を 示 し， 部 分 的 に カ タ ク ラ ス テ ィ ッ ク 構 造 を 示 す。 組 成 鉱 物 は 斜 長

石・ 正 長 石・ 石 英・ 黒 雲 母 を 主 と し， そ の 他，榍石・ 鉄 鉱・ 燐 灰 石 の 微 晶 を 含 ん で い

る。 ジ ル コ ン・ 柘 榴 石 は き わ め て 稀 で あ る。 斜 長 石 は 径 0.5 〜 1.5mm の 自 形 な い し

半 自 形 を 示 す。 そ の 成 分 は An 15~20 内 外 で， 部 分 的 に 絹 雲 母 化 す る。 正 長 石 は 他 形

で 斜 長 石 を つ ゝ み， そ の 大 き さ は 不 同 で あ る。 石 英 は 不 定 形 で， 通 常 は 粒 状 を 示 し，

径 0.5 〜 1.0mm 以 下 で， 斜 長 石・ 正 長 石・ 黒 雲 母 の 間 隙 を 塡 め て い る。 時 に 長 石 と

文 象 様 の 構 造 を 示 す こ と が あ る。 黒 雲 母 は や ゝ 板 状 の 葉 片 状 を 示 し， 長 径 0.8mm

内 外， 短 径 0.5 〜 0.8mm 程 度 の も の が 多 い。 多 色 性 は X ＝ 帯 綠 淡 褐 色，　Y ＝ 黄 褐 色，

Z ＝ 濃 褐 色 で あ る。 周 縁 部 が 綠 泥 石 化 す る 場 合 が 多 い。 局 部 的 に カ タ ク ラ ス テ ィ ッ ク

構 造 を 示 す と こ ろ で は ， 脈 状 に 方 解 石 が 発 達 し て い る 。

　 歌 露 附 近 の 細 長 く 延 ば さ れ た よ う に 観 察 さ れ る 花 崗 岩 礫 を 鏡 下 で み る と， 黒 雲 母 の

な か で 部 分 的 に 彎 曲 し た も の が み い だ さ れ る ほ か は， 上 記 の 襟 裳 岬 附 近 の も の と ほ と

ん ど 差 異 を 示 さ な い。 た ゞ， あ る 方 向 に 平 行 し た 裂 罅 が い く つ か 生 じ て い る こ と が 多

く， こ の 裂 罅 は 方 解 石 質 炭 酸 塩 鉱 物 あ る い は 綠 泥 石 様 鉱 物 に よ っ て 充 塡 さ れ て い る。

こ の ほ か に は， 特 に 著 し い 変 質 を 蒙 っ て い る 様 子 を 示 し て い な い。 歌 露 の 附 近 は， 後

述 す る よ う に 著 し い 剪 裂 帯 が 発 達 し， 後 記 の 上 部 砂 岩 層 と と も に 圧 砕 作 用 を 蒙 っ て，

ミ ロ ナ イ ト 化 し て い る と こ ろ で も あ り， こ の よ う な 花 崗 岩 礫 も， 剪 裂 帯 の 外 縁 部 に あ

っ て， 他 の 礫 と と も に そ の 剪 裂 あ る い は 圧 砕 の 影 響 に よ っ て， 平 行 に こ ま か く 寸 断 さ

れ て ， こ の よ う な 伸 長 状 の 形 態 を と る に 至 っ た も の と 思 わ れ る 。

　Ⅱ．3．3　上  部  砂  岩  層

　本層はおもに砂岩からなり，歌露附近から北西方へ，歌別の南東方の海岸にかけて

僅かに分布する。下限は礫岩層と整合的に接し，上限は海中に没して不明であるが，

その厚さは 350m 以上と思われる。

　図幅地域内で観察される本層の大部分は，圧砕作用によって千枚岩様に変質してい

るため，原岩の判定が困難な部分が多い。歌別南東方海岸で，礫岩層の直上部の僅か

に変質をまぬかれたものは，下部砂岩層と全く同質の無層理の細粒砂岩からなり，処

々に薄い頁岩層と互層している部分がある。本層からは化石が 1 個も発見できなかっ

たが，礫岩層とは整合的に移りかわることと，下部砂岩層との岩質の類似とから，本
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層も下部砂岩層および礫岩層とほぼ同時代の堆積層と考えられる。

　Ⅱ．3．4　歌露附近の圧砕岩帯

　先白堊系と新第三系とを境する剪裂帯は襟裳附近より歌別南東海岸に向かって，北

西−南東の方向をもち，先白堊系の内部にも，新第三系の内部にも，いくつかのそれら

とほゞ平行に走る剪裂帯がみられる。そのうちで最も著しいものは，歌露附近で観察

され，新第三系の襟裳累層がその影響を蒙っている。その拡がりは歌露海岸から歌別

南東方海岸まで約 10km の間に見られるが，ほとんどが海岸沿いに海中に入るため，

その幅については明らかでない。礫岩層は平行の亀裂によって，そのなかの礫が伸長

した形をとり，上部砂岩層とともに千枚岩様となった圧砕岩が発達するに至ってい

る。

　上部砂岩層で，偏圧をうけて著しく変質し，諳灰黒色の千枚岩様となったところに

は，その片状の延びの方向に石英の細脈が無数に発達している ( 図版 3 参照 )。この千

図版 3　歌露海岸北西部にミロナイト化した襟裳累層中の上部砂岩層の一部

枚岩様の岩石を鏡下にみると，砂岩中の鉱物粒は分解し，非晶質となっており，縞状

をなす黒色の炭質物様物質が多くみられる。鏡下で，カタクラスティック構造が著し

く，この部分に僅かに砂岩の構造を認めることがあるが，稀である。この全般的に汚濁

されたような基質のなかに，部分的にきわめて細粒 (0.01mm 内外 ) の石英が再結晶し

て，分結状の“プール”ができている。このプールの部分に葡萄石が集まり，また

脈状をなしているところがある。また，非晶質物と石英のプールとの境附近に綠泥石
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様物質が細状に発達し，処々に方解石あるいは方解石様の炭酸塩鉱物がみられる。そ

の他，稀に絹雲母が生成されていることもある。

Ⅱ．4　第　四　系

　本地域内の第四系は，地形の項に述べた海岸段丘および河岸段丘の平坦面上の更新

世の堆積層と，冲積面上の現世の堆積層とからなる。それらには，既述の 4 つの平坦

面に対応して，それぞれ次の地層名をつけた註 7)。

　1)　苫別層 ―( 苫別面 )

　2)　ヤンケベツ層―( ヤンケベツ面 )

　3)　小越層―( 小越面 )

　4)　冲積層―( 冲積面 )

　小越層には，後述するように，河岸段丘堆積層と一部連続するところもあり，地質

図ではこれらを分けてあるが，こゝでは一括して取扱う。

　Ⅱ．4．1　更  新  統

　苫　別　層

　苫別面上には堆積物はほとんどないが，苫別川本流以北において，まれに礫を主と

し，砂・粘土からなる段丘礫層が残っていることがある。また，礫層の残っていない

ところでも，沢の転石には段丘礫に由来すると思われる円礫 ( 花崗岩・斑粝岩・ミグ

マタイト・片麻岩など ) が多い。しかし，苫別川本流以南では，そのような礫層ある

いは礫の転石は全くみられない。

　ヤンケベツ層

　ヤンケベツ面は明らかに保存されているが，堆積物の残されているところは少ない

( 特に油駒から襟裳にいたるバス道路附近のヤンケベツ面は，基盤が直接露出して一木

一草もない荒凉とした景観をつくっている )。襟裳燈台附近から南西海岸沿いに，油駒

附近までの間に分布する本層は，大部分土壤化した砂 ( 角礫を一部含む ) からなってい

るが，それも厚さ最大 2m，平均 1m 前後にすぎない。三角点 228.2m 高地南方の

　註 7)　豊似面− 2 頁−に対應するものを豊似層とすべきであるが，地域外であるのでこゝでは省略する。
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旧汀線の近くには，よく研磨された円礫を含む段丘礫層が保存されているが，大部分

の厚さは 1m 以下で，人工的に乱されている。

　小　越　層

　小越面はよく保存され，小越層は他の段丘面上の堆積物に較べ，その分布も明らか

で，保存もきわめて良好である。

　南西海岸に沿って分布する本段丘面は完全に保存され，堆積層も道路の切り割りで

よく観察される。本層は歌露附近のように，礫層からなるところも処々にみられる

が，大部分は砂層からなっている。旧汀線附近の本

層は，砂礫層の上に角礫の厚く堆積した所が多く，

これはヤンケベツ面の麓屑堆積物と思われる。歌露

およびその北方の坂岸附近で，小笠原義勝 4) によっ

て，火山砂と称せられている明るい橙色を生じた厚

さ約 30cm の砂層が，厚さ 1m 内外の黒色の腐植

土の下位にみられる。第 4 図に歌露附近の本層の 1

例を示す。

　襟裳から苫別にいたる東海岸では，南西海岸に較べて堆積物の匍行が著しく，平坦

面は余りよく発達していない。これは冬季から春季にかけて卓越する北西強風に原因

すると思われる。襟裳から苫別にいたる海岸道路附近には，一木一草すらないところ

が続き，砂はすべて明るい帯褐橙色に風化している。こゝに保存されていた石器時代

の遺跡や獣骨などが，地表に裸出していたことが報

告されている 8)。この著しい堆積物の匍行は，最近

の時代，僅々 100 年以内において最も著しく促進さ

れたものと思われる。小越面と冲積面との境界およ

び海蝕崖は，すべて匍行堆積物に覆われて不明瞭と

なっている。苫別川附近の道路の切り割りで観察さ

れる小越層の柱状図を第 5 図に示す。

　また襟裳から岬にいたる間のヤンケベツ面と海岸

との間に，僅かに残されている小越層には，厚さ 10m 以上に及ぶものがあり，おも

に砂と指頭大ないし大豆大の礫とからなり，偽層が発達している。

第 4 図　歌露付近の小越層堆積物

第 5 図　苫別川附近海岸衟路の切割
　　　　でみられる小越層
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　前述の火山砂の上限・下限を確かめられるところは少ないが，苫別附近の道路の切

り割りでは 50cm，襟裳附近で 30cm 内外の厚さが認められ，いずれも黒色土の下位

にみられる。襟裳・苫別間では地表上にこれが裸出しているが，匍行堆積が著しいた

めに，正確な堆積状態は不明である。

　先に報告された 10) マンモス象 (Mammonteus primigenius primigenius  BLUMEN-

BACH) の 2 個の臼歯 ( 図版 4) のうち 1 つは，この小越面を刻む小沢 ( 襟裳小学校裏の沢 )

から発見されたもので，沢の左岸から小越層の砂礫とともにずり落ちたものである。

　　　　　

図版 4　小 越 産 マ ン モ ス 象 臼 歯 M3

(Mammonteus primigenius primigenius BLUMENBACH)

他の 1 つは東海岸の通称クマソの沢 ( 襟裳部落から 1.5km 北方 ) の河床から産出した

ものである。

　この化石によって，本層が洪積世末のものであることは明らかである。

　河岸段丘堆積層　歌別川の北岸に沿って発達する河岸段丘の平坦面は，歌別附近で

小越面と一致しその堆積層も小越層と連続する。これは一般に大きい円礫に富み，歌

別附近では径 30 〜 50cm の礫を主とし，粗粒の砂が薄く挾まる。その厚さは海岸段丘

のそれに較べるとはるかに厚い。
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　Ⅱ．4．2　現　世　統

　本統は冲積層・砂丘堆積層・崖錐および匍行堆積層からなる。

　冲積層は苫別川を初め主要な河川の下流にみられる。苫別川では，現河床から 2m

前後の厚さで，おもに黄色の砂および粘土からなる堆積物があり，現河床と区別さ

れ，小規模な冲積期の河岸段丘の一種とも考えられる。

　砂丘堆積層は東海岸に著しく発達するが，西海岸では海崖あるいは岩礁が分布し

て，ほとんどみられない。東海岸の砂浜には小規模に砂鉄が賦存しており，黒色を呈

しているものが多い。また，襟裳から猿留図幅内の庶野までの海岸，すなわち百人浜

には，砂浜のほかに処々にきわめて小規模な砂丘が分布している。その最も大きなも

のは，苫別川河口北方附近にみられ，高さ約 5m に達する。苫別川南方海岸ではその

発達は著しくなく，また後述の匍行堆積物と一致したり，またはその上に薄くかぶっ

ている様子が観察される。

　崖錐堆積層は地形の項にも述べたように，苫別面とヤソケベツ面との間，およびヤ

ンケベツ面と小越面との間の旧汀線附近にみられる。これらは主として先白堊系の古

期岩類の角礫からなる。

　匍行堆積層は襟裳から苫別にいたる間にみられる。これは小越層の一部が，風によ

って移動したと思われるもので，“吹き溜り”のようになった部分が一面に分布し

ている。すべて小越層の砂および火山砂からなっており，小越層と区別し難い。

Ⅱ．5　地　質　構　造

　本地域の地質構造の特徴は，第四系以前の地層の走向およびこれらの地層をきる断

層・剪裂帯などのおもなものが，すべて NW-SE の方向性に支配されていることで

ある。

　襟裳岬燈台北方から北西方へ，歌別の南東方海岸へ向かって延びる衝上断層は，本

地域における最も顕著な構造線で，これは先白堊系の日高層群と新第三系の襟裳累層

とを境するものであり，この断層にほゞ平行して，無数の剪裂帯が先白堊系のなかに

も，新第三系のなかにも発達している。その特に著しいものは，前述の歌露附近の圧
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砕岩帯である。

　この造構造運動は後川端期のものと考えられる。北隣の猿留図幅および幌泉図幅地

内にもほゞ同方向に走る衝上断層がいくつか認められ，豊似岳から南方へ向かうにつ

れて，ミグマタイト相・片状ホルンフェルス相・不変成日高層群，そして新第三系と

いうように，南方へ向かうにつれて，それらの断層を境として，上位にあるべき地層あ

るいは岩石相が露出している階段状の断層構造 ( 運動 ) を示しており，本地域の地質構

造との間に類似性 13) がみいだされる。

　第四系の構造を支配しているものは，階段状の上昇運動であるが，前にも指摘され

たように 4），ヤンケベツ面の旧汀線の高さが，この地域の半島の尖端部の方向へ増大

する傾向のあることは，日高山脈の最近の上昇運動を知るうえの重要な資料となるで

あろう。

Ⅲ．應　用　地　質

　東海岸の襟裳附近の砂浜に，僅かに砂鉄の濃集が認められる。襟裳附近とクマソの

沢の流域附近に，辰砂あるいは自然水銀が洪積層の砂あるいは粘土層中に含まれてい

たといわれるが，筆者らの調査ではこれをみいだすことができなかった。また，苫別

川およびその附近の諸河川からは，他の日高層群の分布地域と同様に，かつては相当

の砂金が採掘されたといわれるが，現在はほとんど顧みられていない。

　砂　　鉄

　襟裳小学校附近で東流する小沢の河口附近から，海岸沿いに北方へ約 200m の間の

砂浜 ( 幅約 50m) に，砂鉄が賦存している。特にこの河口附近では，部分的に砂鉄が濃

集しており，薄い 2 つの層に分かれて胚胎しているのが観察できる。この地表近くの

状態を第 6 図に示す。

　たゞし，第 6 図に示したものより下位の賦存状態は明らかにされていない。この最

も砂鉄の濃集した部分の分析結果は，次の通りである。
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第 6 図　襟裳海岸における砂鉄分布図および賦存狀態 ( 柱狀図 )

図中の学校は襟裳小学校
( ①の個所における柱狀図は，⑪の個所における柱狀図の誤り )

　この砂鉄は鏡下で，磁鉄鉱を主とし，赤鉄鉱・チタン鉄鉱を僅かに含み，その他硫

化鉄鉱が稀にみいだされる。しかし，それらの金属鉱物は合せて 40%以下であり，大

部分は石英・長石・輝石・黒雲母などの珪酸塩鉱物からなっている。したがって，鉱

床としての価値は余り期待できない。
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T h e  E r i m o - m i s a k i  ( - c a p e )  i s  t h e  s o u t h e r n  e n d  o f  t h e  H i d a k a  

m o u n t a i n - r a n g e ,  t h e  b a c k  b o n e  o f  t h e  c e n t r a l  H o k k a i d ō .  

T h i s  a r e a  i s  o f  f l a t - s u r f a c e d  h i l l s  s h o w i n g  b y  s e v e r a l  s t e p s  

o f  c o a s t a l  t e r r a c e  p l a n e s .  T h e  f l a t  p l a n e s  i n  t h e  a r e a  a r e  a b l e  

t o  b e  c l a s s i f i e d  t o p o g r a p h i c a l l y  a n d  g e o l o g i c a l l y ,  i n t o  5  a s  f o l l o w s  

( f r o m  h i g h e r  t o  l o w e r )  :

1 .  T o y o n i  p l a n e ,  3 0 0  m  h i g h  ( o u t  o f  t h e  a r e a )  

2 .  T o m a b e t s u  p l a n e ,  1 2 0 ~ 1 6 0 m  a n d  2 0 0 ~ 2 5 0 m  h i g h  

3 .  Ya n k e b e t s u  p l a n e ,  4 0 ~ 8 0 m  h i g h  

4 .  O g o s h i  p l a n e ,  1 5 ~ 3 5 m  h i g h  

5 .  A l l u v i a l  p l a n e
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 GEOLOGY 

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  c o v e r e d  a l m o s t  w h o l l y  w i t h  s o - c a l l e d

“ H i d a k a  g r o u p ” ,  n o n - m e t a m o r p h o s e d  p r e - C r e t a c e o u s  s e d i m e n t s ,  

a n d  p a r t l y  w i t h  N e o g e n e  T e r t i a r y  a n d  Q u a t e r n a r y  d e p o s i t s .  

B e t w e e n  t h e  H i d a k a  g r o u p  a n d  t h e  N e o g e n e  T e r t i a r y ,  t h e r e  i s  a  

l a r g e  f a u l t  a c c o m p a n y i n g  a  s h e a r e d  z o n e  a l o n g  t h e  s o u t h w e s t e r n  

c o a s t .  

T h e  g e o l o g i c a l  c l a s s i f i c a t i o n  a n d  t h e  c o n c e i v a b l e  s u c c e s s i o n  

i n  t h e  m a p p e d  a r e a  a r e  s u m m e r i z e d  i n  T a b l e  1 .  

T a b l e  I  
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1 .  H i d a k a  g r o u p  ( p r e - C r e t a c e o u s )  

T h e  H i d a k a  g r o u p  i s  w i d e l y  d i s t r i b u t e d  f r o m  n o r t h  t o  s o u t h  

a l o n g  t h e  b o t h  s i d e s  o f  “ H i d a k a  m e t a m o r p h i c  z o n e ” ,  m a k i n g  

t h e  b a c k  b o n e  o f  t h e  c e n t r a l  H o k k a i d ō .  B u t ,  i n  t h i s  a r e a ,  s o m e  

p a r t s  o f  t h e  g r o u p  w h i c h  a r e  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  s o u t h e r n  s i d e  o f  

t h e  t h r u s t  l i n e  b e t w e e n  “ H i d a k a  m e t a m o r p h i c  z o n e ” a n d  t h i s

g r o u p  i n  H o r o i z u m i  a n d  S a r u r u  s h e e t - m a p  a r e a ,  o c c u p i e s  t h e  

b u l k  a r e a ,  

T h e  g r o u p  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  d a r k  g r e y ,  v e r y  f i n e - g r a i n e d  

s a n d s t o n e ,  s a n d y  s h a l e ,  a n d  s l a t y  s h a l e  w h i c h  p a r t i a l l y  i n t e r c a -

l a t e  m a r l y  n o d u l e s  a n d  a  l i t t l e  o f  l e n t i c u l a r  s c h a l s t e i n  a n d  c h e r t .  

G e n e r a l l y  t h e  r o c k s  a r e  m a s s i v e  a n d  n o t  s t r a t i f i e d ,  s o  t h a t  t h e

s t r a t i g r a p h y  o f  t h i s  g r o u p  c a n  n o t  b e  d e c i s i v e l y  d e t e r m i n e d .  

M a n y  o f  t h e  r o c k s  h a v e  b e e n  a l t e r e d  t o  c a t a c l a s t i c  r o c k s  b y  

s h e a r i n g  a c t i o n  t h r o u g h o u t  t h e  a r e a .  

T h i s  g r o u p  i s  p o o r  i n  f o s s i l s ,  b u t  t h e  f o l l o w i n g  R a d i o l a r i a  

s p e c i e s  a r e  f o u n d  i n  c h e r t  :  

C e n o s p h a e r a  s p .  

C e n e l l i p s i s  s p .  

D i c o l o c a p s a  s p .  

M e l i t o s p h a e r a  s p .  

F l u s t r e l l a  s p .  

T h a l a s s o s p h a e r i d a e  g e n .  &  s p .  i n d e t .  

2 .  E r i m o  f o r m a t i o n  ( N e o g e n e  T e r t i a r y )  

T h e  E r i m o  f o r m a t i o n  c o m p r i s e s  t h e  l o w e r  s a n d s t o n e  b e d ,  t h e  

c o n g l o m e r a t e  b e d  a n d  t h e  u p p e r  s a n d s t o n e  b e d .  T h e  m u t u a l  

r e l a t i o n  a m o n g  t h e s e  b e d s  i s  s h o w n  i n  t h e  F i g . 3  i n  J a p a n e s e  

t e x t .  

L o w e r  s a n d s t o n e  b e d  

T h e  l o w e r  l i m i t  o f  t h i s  b e d  i s  u n k n o w n  o n  a c c o u n t  o f  t h e  

p r e s e n c e  o f  f a u l t  w h i c h  r u n s  b e t w e e n  t h i s  f o r m a t i o n  a n d  t h e
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H i d a k a  g r o u p .   T h i s  b e d  i s  c o m p o s e d  o f  s a n d s t o n e ,  i n t e r c a l a t i n g  

t w o  o r  t h r e e  t h i n  l a y e r s  o f  s i l i c e o u s  s h a l e  w h i c h  a r e  c h a r a -

c t e r i s t i c  k e y  b e d .   T h e  r o c k s  o f  t h i s  b e d  a r e  s o  m u c h  a l t e r e d  

b y  s h e a r i n g  a c t i o n  w i t h  p r e h n i t e ,  c a l c i t e  o r  q u a r t z  v e i n ,  t h a t  

t h e y  a r e  o f t e n  c o n f u s e d  w i t h  p r e - C r e t a c e o u s  r o c k s .  

T h e  f o s s i l  m o l l u s c s  f o u n d  f r o m  t h i s  b e d  i n  t h e  s o u t h e r n  b e a c h  

o f  A b u r a k o m a  a n d  i n  t h e  s o u t h e r n  c o a s t  o f  E r i m o ,  a r e  a s  f o l l o w s  :  

Yo l d i a  ( C n e s t e r i u m )  n o t a b i l i s  Y O K .  

Y .  ( s .  s . )  u r a n o i  U O Z U M I  ( M S . )  

Ve n e r i c a r d i a  s p .  

P a n o m y a  s h i m o t o m e n s i s  O T U K A  

T u r r i t e l l a  s p .  

C o n g l o m e r a t e  b e d  

T h e  b e d  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  c o n g l o m e r a t e  w i t h  t h i n  l a y e r s  

o f  s a n d s t o n e ,  a n d  t h e r e  a r e  f o u n d  t h e  c o n c o r d a n t  r e l a t i o n  b e t w e e n  

t h e  L o w e r  o r  U p p e r  s a n d s t o n e  b e d s  a n d  t h i s  b e d .   I t s  t h i c k n e s s  i s  

n o t  e x a c t l y  k n o w n ,  b u t  m u c h  o v e r  1 0 0  m .  P e b b l e s  a n d  g r a n u l e s  

i n  t h e  c o n g l o m e r a t e ,  a r e  o f  v a r i o u s  k i n d s  o f  r o c k s  s u c h  a s  g r a n i t e ,  

d i a b a s e ,  p o r p h y r i t e ,  c h e r t ,  s l a t e ,  s a n d s t o n e ,  c o n g l o m e r a t e ,  l i m e -

s t o n e  a n d  r a r e l y  b i o t i t e  s c h i s t .   T h e  p e b b l e s  o f  g r a n i t e ,  w h i c h  

a r e  a t t r a c t i v e  f o r  t h e i r  w h i t e  c o l o u r - t i n t ,  h a v e  c h a r a c t e r i s t i c  

f e a t u r e s ,  t h a t  t h o s e  s e e n  o n  t h e  s e a  c l i f f  o f  t h e  E r i m o - m i s a k i  a r e  

s u b a n g u l a r ,  w h i l e  t h o s e  a t  t h e  U t a r o  b e a c h ,  a r e  c o n s i d e r a b l y  

e l o n g a t e d ,  c a u s e d  b y  s h e a r i n g  o r  c r u s h i n g  s t r e s s .  

T h e  f o s s i l  m o l l u s c s  a r e  f o u n d  i n  m a r l y  n o d u l e  a n d  s a n d y  

m a t r i x  i n  t h e  c o n g l o m e r a t e ,  a n d  t h e y  a r e  a s  f o l l o w s  :  

P o r t l a n d i a  ( P o r t l a n d e l l a )  c f .  j a p o n i c a  A D A M S  

P .   ( M e g a y o l d i a )  c f .  g r a t i o s a  ( Y O K . )  

Yo l d i a  ( C n e s t e r i u m )  n o t a b i l i s  Y O K .  

Y .  ( s .  s . )  u r a n o i  U O Z U M I  ( M S . )  

C h l a m y s  s p .  

S p i s u l a  v o y i  ( G A B B . )  

Ve n e r i c a r d i a  s p .



P e r o n i d e a  c f .  e l o n g a t a  U O Z U M I  ( M S . )  

M a c o m a  s p .  

M a c o n a  c f .  o p t i v a  ( Y O K .  )

P a n o m y a  s h i m o t o m e n s i s  O T U K A  

P e r i p l o m a  y o k o y a m a i  M A K I YA M A  

N a t i c a  s p .  

N e p t u n e a  s p .  

J u d g i n g  f r o m  t h e s e  f o s s i l s ,  t h i s  b e d  i s  t o  b e  m i d d l e  M i o c e n e  

i n  a g e  a n d  t o  b e  c o r r e l a t e d  w i t h  t h e  m i d d l e  o r  u p p e r  p a r t  o f  t h e  

K a w a b a t a  s e r i e s .  

U p p e r  s a n d s t o n e  b e d  

T h e  b e d  i s  c o m p o s e d  o f  s a n d s t o n e  a n d  v e r y  t h i n  s h a l e ,  a n d  

i s  d i s t r i b u t e d  o n l y  a l o n g  t h e  n o r t h e r n  c o a s t  o f  t h e  U t a r o  b e a c h .  

M o s t  o f  t h e  s e d i m e n t s  a t  t h e  U t a r o  b e a c h  a r e  m y l o n i t i z e d  t o  

p h y l l i t i c  o r  o t h e r  c a t a c l a s t i c  r o c k s ,  a s  s h o w n  i n  P L .  2 ,  w h i c h  

h a v e  n u m e r o u s  q u a r t z  v e i n l e t s ,  p a r a l l e l  t o  t h e  o r i e n t a t i o n  o f  t h e  

s h e a r i n g  z o n e .  F o s s i l s  a r e  n o t  f o u n d ,  s o  t h e  a g e  o f  t h e  b e d  i s  

u n k n o w n .   T h e  u n a l t e r e d  p a r t s  o f  t h e  r o c k s  a r e ,  h o w e v e r ,  s i m i l a r  

i n  a p p e a r a n c e  t o  t h o s e  o f  t h e  L o w e r  s a n d s t o n e  b e d .   T h e  t h i c k n e s s  

o f  t h e  b e d  i s  o v e r  3 5 0  m .

3 .  Q u a t e r n a r y  

T h e  P l e i s t o c e n e  s e d i m e n t s  a r e  r e p r e s e n t e d  b y  t e r r a c e  d e p o s i t s  

o f  m a r i n e  a n d  f l u v i a t i l e  o r i g i n s .  

T h e  m a r i n e  ( c o a s t a l )  t e r r a c e  d e p o s i t s  a r e  d i v i d e d  i n t o  f o u r  

b e d s ,  a c c o r d i n g  t o  t h e  a l t i t u d e  o f  t h e  f l a t  p l a n e s  a s  a l r e a d y  

m e n t i o n e d  :

1 .  T o y o n i  b e d  ( o u t  o f  t h e  a r e a )  

2 .  T o m a b e t s u  b e d  

3 .  Ya n k e b e t s u  b e d  

4 .  O g o s h i  b e d  

O f  t h e s e  b e d s ,  t h e  f o r m e r  t h r e e  a r e  i l l  p r e s e r v e d  o n  t h e  f l a t  

p l a n e s ,  b u t  t h e  l a s t ,  O g o s h i  b e d ,  c o m p o s e d  o f  s a n d ,  g r a v e l  a n d

5
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c l a y ,  i s  p e r f e c t l y  p r e s e r v e d  o n  t h e  c o a s t a l  h i l l y  l a n d s .   A n d ,  f r o m  

t h e  O g o s h i  b e d ,  m o l a r s  o f  M a m m o n t e u s  p r i m i g e n i u s  p r i m i g e n i u s  

B L U M E N B A C H  ( P L . 4 )  w e r e  d i s c o v e r e d  d u r i n g  t h e  c o u r s e  o f  t h i s  

s u r v e y i n g .  

T h e  a l l u v i a l  d e p o s i t s  c o m p r i s e  t h e  s a n d  d u n e ,  a l l u v i u m ,  t a l u s  

a n d  c r e e p i n g  d e p o s i t s .   T h e  t a l u s  d e p o s i t s  a r e  d e v e l o p e d  a l o n g  

t h e  f r o n t  l i n e  o f  e a c h  f l a t  p l a n e ,  a n d  c o n s i s t  o f  d e b r i s  ( a n g u l a r  

g r a v e l )  a n d  c l a y .   T h e  c r e e p i n g  d e p o s i t s  d i s t r i b u t e d  a l o n g  t h e  

e a s t e r n  c o a s t  a r e  c o m p o s e d  o f  n o r m a l  s a n d  a n d  v o l c a n i c  s a n d  

d e r i v e d  f r o m  t h e  O g o s h i  b e d .  T h e  a l l u v i u m  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  

s a n d ,  g r a v e l  a n d  c l a y .  

ECONOMIC GEOLOGY 
   I r o n  s a n d  o f  l i t t l e  e c o n o m i c  v a l u e  i s  e m b e d d e d  i n  t h e  b e a c h  

s a n d .  A  s a m p l e  o f  r a w  i r o n  s a n d  t a k e n  a t  t h e  b e a c h  o f  E r i m o  

c o n t a i n s  1 7 %  F e  a n d  3 %  T i O 2 .
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